
③興福寺旧境内（史跡） 

 

    ・史跡興福寺旧境内の保存･活用にあたっては、「興福寺境内整備構想 平成 10 年 2 月 興福寺」に配

慮して計画検討を行う。この整備構想は史跡指定および名勝指定を踏まえており、将来的な興福寺旧

境内の在り様を示していることから、植栽計画との調和が求められる。 

    ・整備構想で設定されている植栽の考え方のうち、計画上特に配慮すべきものは以下の点である。 

 

     ○主要堂宇地区 整備方針（抜粋）   出典：興福寺境内整備構想 平成 10 年 2 月 

      ・(前略)往時の伽藍配置が理解しやすいように、可能なものについては遺構の復元整備や表示整備

等を図る。なお、既存樹木については、建物跡等主要な遺構部分や主たるビューライン上につい

は、原則的に移植を図り、また国宝建造物等周辺において、防災道路を念頭に置いて動線整備を

図るものとする。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

24



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：地区区分図   出典：興福寺境内整備構想 平成 10年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図：主要堂宇地区   出典：興福寺境内整備構想 平成 10年 2月 
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④春日大社境内（史跡）  

 

・史跡春日大社境内の保存･活用にあたっては、「春日大社境内整備計画書 平成 26 年 7 月」に配慮して

計画検討を行う。この整備計画は史跡指定を踏まえて、今後の春日大社境内の整備内容を示しているも

のと考えられることから、植栽計画との調和が求められる。 

・整備計画で設定されている植栽の考え方のうち、計画上特に配慮すべきものは以下の点である。 

 

○春日大社境内整備計画書 平成26年7月（抜粋）   出典：春日大社境内整備計画書 平成 26年 7月  

 

（ⅰ）地区区分と地区別整備方針 96頁～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、追加資料 
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（ⅱ）整備計画における整備事業等  102頁～   
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方針－６ 主要動線の植栽は、動線の景観特性に配慮した植栽とする。 

 

  ○主要動線－１ 登大路から東大寺大仏殿に向かう動線 

クロマツの連続性と視線が抜ける景観特性を活かした植栽とする。 

 

  ○主要動線－２ 興福寺境内から国立博物館を抜ける動線  

変化するシーンにあわせた植栽とする。 

 

  ○主要動線－３ 三条通から春日大社に向かう動線  

春日大社参道・三条通の眺望に配慮した植栽とする。 

 

 

奈良公園の主要な利用動線上から歴史的な建築物や特徴的な背山への眺望は、奈良公園の大きな特徴である。

そこで、利用の多い主要動線について、それぞれの動線の景観特性を整理して、植栽計画としてこれを保全･活用

することとした。 
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 図：主要な動線から見た植栽の方向性の検討 
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